
■ 第三期中期計画 数値目標（案） 

№ 項  目 目標値 

Ⅰ 県立広島大学の教育の質の向上に関する目標を達成するために取るべき措置 

４ 

アクティブ・ラーナーとしての資質が伸長したと実感できる学生の割合 90％ 

「主体性・協働性」の養成に係る「ALer 自己評価ルーブリック」におけ

る本学が予め設定する学士課程修了レベルに到達する学生の割合 
75％（令和６年度） 

５ 

課題探究型地域創生人材ルーブリックにおける最高評点を100とした

場合の学生の平均数値 
75 点（令和６年度） 

外部評価テストにおける本学が予め設定する学士課程修了レベルに

到達する学生の割合 
75％（令和６年度） 

８ 
図書館（ラーニングコモンズを含む）や学内自習室等を活用して主体

的に学修した学生の割合 
90％（令和６年度） 

11 幅広い学びができたと実感できる学生の割合 90％ 

17 卒業時までに TOEIC550 点以上の到達者数 100 人 

20 

自身と同じ専門（学修）分野に進学を希望している高校生に対して本

学を勧める割合 

広島※85％以上 
庄原※70％以上 
三原※90％以上 

※既設・新設学部（４年生） 

国家試験合格率 

管理栄養士 95％ 

看護師 100％ 

保健師 100％ 

理学療法士 100％ 

作業療法士 100％ 

言語聴覚士 100％ 

社会福祉士 90％ 

精神保健福祉士 95％ 

26 海外留学派遣学生数（大学院生含む） 150 人（令和６年度） 

27 留学生受入数（大学院生等含む） 140 人（令和６年度） 

29 修了時の総合的満足度 90％ 

30 研究科全体の定員充足率 100％（令和６年度） 

32 

経営管理研究科（HBMS）志願倍率 ２倍 

HBMS に係る社会人教育プログラム等※の受講申込者数 

 ※正規課程学生以外を対象とするもの 
60 人 

34 助産師国家試験の合格率 100％ 

 

  



 

 

Ⅱ 県立広島大学の研究の質の向上に関する目標を達成するために取るべき措置 

39 科学研究費補助金の申請率（応募件数／教員数） 95％以上 

39 
科学研究費補助金の獲得件数 80 件以上 

外部資金の年間獲得総額 ２億円以上 

Ⅲ 新たな教育モデルの教育の質の向上に関する目標を達成するために取るべき措置 

42 

学生による叡啓大学の教育プログラムに対する評価 

コンピテンシー修得に役立つプログラムであったと評価した学生（第４

学年）の割合 
80％以上（令和 6年度） 

卒業時に TOEFL ITP550 点以上の学生の割合 

卒業時に TOEFL ITP600 点以上の学生の割合 

※日本人学生 

※600 点以上の学生は 550 点以上の学生の内数 

85％（令和 6年度） 

10％（令和 6年度） 

43 
外国人教員や実務経験を有する教員等多様なバックグラウンドを有

する教員の割合 
50％（令和 6年度） 

45 志願倍率 3 倍（令和 6年度） 

46 

留学生（学部，交換，短期生等）受入人数 100 人以上（令和 6年度） 

交換留学協定締結校数（短期プログラムに係るものを除く） 15 校（令和 6年度） 

47 叡啓大学のプラットフォーム参加企業・団体数 70 団体（令和 6年度） 

Ⅳ 共通する目標（地域貢献，大学連携の推進，学生支援）を達成するために取るべき措置 

52 
HBMS に係る社会人教育プログラム等※の受講申込者数 

【No.32 再掲】 ※正規課程学生以外を対象とするもの 
60 人 

53 

全ての公開講座受講者の満足度 90％ 

有料講座受講者の学修成果の活用見込み 

（「活用できそう」と答えた割合） 
80％（令和６年度） 

課題探究型地域創生人材ルーブリックにおける最高評点を100とした

場合の学生の平均数値【№5 再掲】 
75 点（令和６年度） 

外部評価テストにおける本学が予め設定する学士課程修了レベルに

到達する学生の割合【№5再掲】 
75％（令和６年度） 

65 
就職希望者の就職率 100％ 

進路決定の満足度 90％ 

Ⅴ 法人経営に関する目標を達成するために取るべき措置 

80 外部資金の年間獲得総額【No.39 再掲】 ２億円以上 

 

 


